































































































































































































































































































































































フラソス語 一人称 人称代名詞 代名詞＋名詞 名　　　詞
Je 私は





















































































































ル仏和大辞典， もに》別の，ほ 詞とともに》別の人 2．《1’autre》他，他者。
編集委員会：大 かの，違った， （物），・ 【哲学】自己同一的なも
賀正喜他，1988 異なる。 のの対立概念。特に絶対
2．新しい，第2の 他者としての超越神を表
わすこともある。
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従って，言葉の意味から《Je　est　un　autre．》を解釈した場合，ランボオが
この《見者の手紙》文中で言いたかったのは，《私はは他の人です。》若しく
は《私はは別人です。》なのではないのでしょうか？即ち，《見者の手紙》を
書いているのは，今までの「生徒としての，感性のままに詩を作る自分」で
はなく，「意識的に感情や過度の興奮をも制御可能とする別人なのだ」と言
いたかったのではないかと推察します。ラソボオは16歳にして，思像・思
考・思想の全ての面で，「もう一人の他人となった自分」を認識したのです。
　LθCoeurレb琵
〃bπεrεsεecoθπr　6αδθ耐αpoμρθ，
ノlfon　coeur　couvert　O彦θC叩orα”
Ils　y　1αncent　des　jets　de　soupe，
Mon　triste　coeur　bαve　Ct　1α　poupe’
SOωs　les　guolibets　de’α〃0ゆθ
Qui　pousseωπrεre　96n6rat，
Mon・triste・coeurゐωe硯αp側pe，
Mon　coeur　couvert　de　caporα〃
1吻phα1吻ues　et　p蜘ρεθs卿θs
Leurs　quolibαts　1’ont　deprαve！
・4u　gouvernαit　on　voit　aes命θsgωθs
Ithyphα〃igues　et　pioupiesques．
0伽fsα6rαcα面ゐrantesgues，
Prθπε2〃lon　coθωr，　gu，甜80泥’α虎！
Ithyphalliguesθちρioupiesques
Leurs　quolibets　1’ont　deprαve！
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　Quαnd　ilsαuront　tari　leurs　chiques，
　Comment　agir，δcoeur　vol62
　Ce　seront　des　hoguets　bachigues
　Quαnd　ils　auront　tαri　leurs　chiques’
　」’Cturαi　des　sursαuts　stomαchiques，
　〃bi，　si　mon　coeur　sur　ravαle’
　Quαnd　ils　auront　tαri　leurs　chiques
　α）〃ε〃tent　agir，　6　coeur　vole　2
　　　　　　　　　　　　　〃厩1871 註10
　盗ま九た心
安煙草の染みついた僕の心が，
かなしい心が，船尾で誕をたらす，
あいつらばスープをもどすのに
僕の心は船尾で誕をたらす，
どっとばかりに笑ひくづ九る，
あいつらのひやかしがあくどいので
僕の心は船尾で誕をたらす。
安煙草の染みついたその心力㌔
兵隊止がUのfへのこじまん，
奴等のひやかしが僕の心を荒まぜた。
兵隊±がりの，へのこじまんが
舵にまで下卑たいたづら書，
妙きτれつな波よ，この心を，
さらいたまへ。へのこじまんの
あのひやかしが僕の心を荒まぜた。
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あいつらの噛煙草がきれたら
盗ま九た僕の心はどうなるんだノ
そ九こそバッカスのシャックグさ。
あいつらの噛煙草がきれた暁ば
僕の心が再びぐっとのみこま九たら，
そ九こそ胃の膀のでんぐり返しだゐ
あいつらの噛煙草がきれた廃ば，
盗ま九た僕の心ばぼんとうにどうなるんだノ　　　　　　　　註11
この定型詩（Les　Pobme　b　Forme　fixe）はトリオレ（Le　triolet）と言われ，
2種の脚韻の上に成り立っ八行の詩句を持ち，第四行目は第一行目を繰り返
し，最後の二行は最初の二行を繰り返すので実質的には五行の詩句しかあり
ません。そしてこの詩では，一，三，四，五，七行目が女性韻で，二，六，
八行目が男性韻でできています。金子光晴氏の訳では二節目の二行目と八行
目の訳が「あの連中にあってはやりきれない」となっていましたが，原文と
合わないようなので変えました。それから最後の節のest　raval6は《再び》
という字をいれておきました。詩の意味からその方が良いと思いました。
この詩は，Izambardが“Rimbαud　tel　que　je　1’ai　connu”の中で書いてい
るように，始めの題（イザムバアル宛の手紙の中の）はle　Coeur　su　plici6
「死刑に虞せられた心臓」となっており，t871年6月10日附の手紙（ドウム
ニー氏宛）に添えた同じ詩にはle　Coeur　du　Pitre「道化者の心」と題され
ています。そして現在使っている題te　Coeur　Vol6はBerrichonによって
与えられたのだそうです。Verlaineも『呪われた詩人達』のなかのPauvre
L61ian＝Paul　Verlaineの文の中で，この題名を使っています。
　この詩の解釈には，いろいろな事を言っている人が沢山ありますが，
《Voyant》の目など持っていないわれわれに，本当に理解できる筈がないの
で，余計な注釈は控えます。というのは，ランボオは1871年8月のドウム
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ニー氏宛の手紙からも解るように，1870年の終わり頃からVoyantとしての
考えを持ち始めていたように思えるからです。ランボオの詩に対する解釈の
仕方で，私が最も共鳴することのできた文を，次に引用致します。
　　しかじかの章句を，彼の伝記のしかじかの事件によクτ説明しようと
　する註解者の努力は，全く無意味である。周題ば外的な事実や出来事に
　はないの蕊他のいかなる詩入にもましτランボオは，当初の事実，発
　端の出来事を遠ざかり，そ九を殆ど取るに足らぬ，単なるきっかけと化
　しτしまう。重要なのはその7S　tc来るもの，詩入の頭脳中に起こる事柄
　だb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註12
この詩に対しても，今あげた説明が当てはまるのではないかとおもいます。
Berrishonは1871年5月18日から28日のあの暴動の時期にRimbaudはちょ
っとだけParisに行き，その間Babyloneの兵舎に泊り，その時の経験を書
いたのだと断言していますが，それはランボオ自身が書いている文面からも
間違いであると思います。
　Je　serai　un　trαvαilleur’　c’est　l’idee　qui〃εe　retient　guana　les　eolbres
lb〃es　mepoussent　vers　tαゐα加ille・ale・Paris，－oa伽回ε加vailleurs
meu「enちρou「tαnt　enco「e　tandis　que／e　vous　ecrisノ　　　　　註13
　私は労働者になグます。が，例の考えこそ，強烈な怒りが私を巴里の
戦いへと駆り立τる時に，私をひきとめるものです「。しかもその戦いで
は，私がこうしτあなたに手舐を書いτいる周にも，いま尚大勢の労働
者が謄九τいるのですノ　　　　　　　　　　　　　　　　　註14
以上のように，RimbaudがParisにその当時行っていないのは殆ど確実で
すし，もし仮りに，一部の人が言うように第三回出奔当時の経験をもとに書
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かれたとしても，そんな事は大して重要ではないと思います。そして，確か
なのは，この詩がわれわれの胸を刺すように思われるということです。
C．　5月15日附の手紙。
　この手紙は，ほとんどが古代詩から，ランボオと同時代の詩人達に対する
批評で埋められておりt一番初めと真中と最後に三篇の詩が添えられ，真中
の詩のすぐ前のところに，あの有名な文「見者」に関する文が載っておりま
す。この手紙文中の最初のほうに，再び，
oαrノθθs伽πα配かe．
何故ならflAYというのは一入の「勉入」だからです「。
註15
という文がでてきます。ランボオはここで，懸命に現在の自分を説明しよう
としています。そして，この文にすぐ続けて，
　Si・le・cuivre・s’eveille・clαiron，　il吻a・rien・de・sα・fuute．　Celα〃m’est
evident’ノ物8sεs‘e配葱oZosεo屈ε〃εa　pensee’ノe　la　regarde，ノθ距oo配fe’
ノe　lance　un　coap　d’Ctrchet’　1α　symphonie　fait　son　remue〃tent・dans・les
profbndeurs，　ou　vient・d’un　bond　sur　la　scene．　　　　　　註16
　銅が劇例になU変ったところで，銅になんの落ち度もございますま
い。話ば至極簡単明贋です。あたしは今や思想の開花の席に臨んでいま
す。それに腰を凝し，そ九に耳をすましτいます。そしτ樂弓を一ゆみ
ひけばシンフォニイはあの深淵の中で律動を始め，或はいきなり舞台の
±に躍り出るのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　註17
と書いています。この文については，再び，Suzanne　Bernardの註解を引
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用させていただくことにして，私の意見はつけ加えません。
　Le・car・nOUS配0庸e　qωe　cettephrαse　est　liee　a　1αprecedente’　on　ne
8θco7ηρrεπ吻as・soi・〃t∂配e，　et　il　est　vain　de　tα　Pαrt　du　pobte　de　cんθr－
Cゐθr窃rθ加彦re　compte　de　la　tr侃Slbr配αtion　qui　S’opbre　en　luipour　en
fai「θun　9｛…nie’Rε”ibαud、ραssθde’，image｛lu　violon（lettre　du　13
配αのd・celle・du・clαiron，〃iais　il　revient　au　violon、Pαr　l’imαge　du　coup
〃αrcんεゑ（］e　pouvoir　visionnαire　que　se　decouvre　le　poete，　Cθ髭θ
pensee　qui　est　au一伽sus　de　1α　pensee　hu〃而πθ配o〃εππθ，　et　qui　est
generαtrice　d’αrtαα8〃即honie），　c’est　ce　qガon¢appelle側ssi・1’iル
spirαtion，　et　on　ne　peut　en岬’ゆθr”e’closion・a、ραrtir　de　donneees
rationnettes（est－cθune　altusion窃1αcritique　t伽ienne　2）Pαs　d’
《o「igines》ici！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註18
　このcarというのは，この節が先例に開連があるということを我々
に示Lτいる。その文章自体は我々に理解されτいない。そしτ，この
節ば，天才を形づくるために，彼に起るところの変化を証明しようと努
める詩入のむなしい役割である。ランボオばヴィオmンのイマージュか
ら劇例のイマージュに移行する。しかし，彼は樂弓の一弾きのイマージ
ュによっτ，ヴィオロンに立ち戻る。この幻影をだくカが，自身が詩入
であることを発月するのである。普遍の入周の思想の±にあり，又，芸
術を産み出しτいるところの思想を，そ九故に入々ぱくく啓示》と呼んで
いるのである。そしτ入々ば，そ九についτ，理性的な主題の後におけ
る開花を説明することができないのであるoここに《起因》はないノ
　次に私が一番重要と思うところを引用致します。そして，そのことにっい
て，私の考えを述べたいと思います。
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Lαprθ配ε乙rθ伽dθdθ既・mme　qui　veut　etre　poete　est　sa　propre
connaissance，　entie’　re∫il　cherche　sonδme，　il　l’inspecte，　il　la　tente，
1’apprend．　Dbs　qu’il　la　sαit，　il　doit　1α　cultiver；　　　　　　註19
詩入たらんと願うものの第一に究べきことは，自分自身を完全に知る
ことです。自己の魂を探求し，それを検討し，それを試み，そ九を把握
することです。それを知っτLまったら，そ九を培わねばなUまぜん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註20
この文は，なにも詩人にだけではなく，だれにでも当てはまるものだと思い
ます。〈自分自身を完全に知ること〉，之は大変難しいことですが，最も興味
あることです。あたりまえの人間なら，12・3歳にもなると，自分のしてい
ることを疑ってみるものです。そして18歳ぐらいまでは，第三者にはポーッ
として馬鹿みたいにみえても，当人は極く真面目に考えこみます。そして結
局，しまいには，ますます自分が解らなくなり，又，恐ろしくもなり，頭の
混乱を押さえるために，自分のことを本気では何も考えないようになりま
す。そして世の中に自分を順応させていくのです。ランボオはそこが皆と違
うのです。というのは，結局，ランボオは自分を把握したのです。世の中
に，自分自身を把握している人間はきわめて少ないと思います。（全くいな
いとも言えます。）皆は，ただ，今・現に在る姿が自分だと思い込んでいるだ
けなのです。しかし，自分を〈把握してしまう〉ということは恐ろしいこと
に思えます。自分に逆らえなくなるからです。そうなると一般生活に溶け込
みにくくなると思うのです。それどころか，何に対しても，一々反発が心の
中に起こって来ると思うのです。したがって，ランボオにとって，生活とい
うものが，どんなにうさんくさい，煩わしいものであったかと考えます。そ
う考えると，ランボオは一般的な幸福とは大分かけ離れていたように思いま
す。ランボオは後世に名を残すような頭脳と魂を得た代わりに，人間として
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の幸福を得ることがなかったように見え，そのことを考えると，私は非常に
陰欝な気持ちになります。しかし，自分を本当に把握できた人間にして，始
めて自己を，全く無の状態から創り上げる力が生まれるものと思います。そ
うなった時，自分の魂に従って，自分をどう変えることもできる筈です。っ
まりどんなことも可能になるのではないかと思います。以上のように考えて
くると，あの有名な文章の中で，ランボオが言おうとしていることが，おぼ
ろげながら，極くぼんやりと解るような気がしてくるのです。
　では，あの有名な文を次に引用致します。
　Je　dis　gu’il　faut　etre　voyαnt，　se　fuire　voγant．
Le　Pobte　se　fait　voy傭Pαr配π伽9，　immense　et　raisonne　d6rδ9’e一
m・n’d・伽・凾撃?刀@se”5・T°utes　les　f°「mes伽゜配ろ伽uMαnce・　de
　　　　　　　sfolie；　it　cherche　tui一配∂鵬il　epuise　en　lui　tOUS　les　poisons，　pour・n’θπ
garder　que　les　quintessences．　lneffable加rture　O動　il　a　besoin　de　toute
lα・foi，　de伽te・1α・foree・surhu配aine，　oa・il・devient・entre醜S　le　grand
mα1αtle，　le　grand　cri〃血el，　le　grand配αω疏，－et・te即r∂配θsα・απ〃
－cαr　it　arrive’”πcoη側！P廊9ガil　a　cultive　son　ame，喫ノa・riche，
ptus　qu’αucun！ll・ar吻e　a　l’επc・nnu，　et　quαnd，　affote，　il　finiraiちραr
Pθr〔lre　t，intetigence¢le　Sθs　visions，記lesαvues！Qω，il　cr～めεdαns　son
わ0顧SSθ配θπりαr　les　CゐOSθS　inouies　e‘伽0〃lmaゐles：viendront
d’Ctutres・horribtes　b・avαilleurs　；　ils　com〃ienceront　Pαr　les　horizons
　　　　　　　　　　　　　　⊃
ob　l’αut「e　s’est　affaiss6ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　註21
硯者ゴたるべL，境者ゴとなるべし，と私は云ラのです。
ノ「詩入Yはあらゆる感覚の，久しい，広大な，熟考さ九た不鋸奔放化
によっτ硯者ノとなるのです「。恋愛の，苦魑の，狂気の，あUとあら
ゆる形式です。己九自身を探し求め，己九の裡にある一切の毒物を汲み
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憲L，その精髄のみを保存ずるのです。ロ舌に盤し難い苦悩，その時こ
そ，あらゆる信念，あらゆる超ス周的なカカ泌要であり，その時こそあ
らゆる入々の中で最も偉大な病者，最も偉大な罪入，最も偉大なP2わ九
入となU，一果τば至±の「学者ゴとなるノなにしろ彼は未知のものに
達したのです。そしτ，気も錯乱しτ，遂tctg自分の幻像が理解出来な
くなった時，彼は正しぐその幻像をみたわけですノ数鰻りない前代未搦
の事物による跳躍のなかで，＜たばるならくたばるがよい。他の、恐るべ
き労働者たちがその代りにやっ（来るだろう。勉方が倒九た増平線から
彼等は仕事をやり始めることだろう。　　　　　　　　　　　註22
前にも述べたように，解るような気がするだけで，自分自身をも真に理解す
ることを避けているわれわれには，この文の持っている意味を見抜く，その
戸ロまでもいけないことは確かです。　われわれはただ，その戸ロを横目で
見ながら，その前をウロウロしているにすぎません。したがって，この文の
最後の節は全くランボオの希望的推察に思えてきます。
　私はジャック・リヴィエールのこの文のところの註解を読んで，あまり良
く解りませんでした。共鳴できるところもありますが，全然，何を言わんと
しているのか解らないところもあったからです。それとあまりに遅く読みす
ぎて，自分の考えと，よく比較してみて，自分の考えを疑ってみる時間もな
かったのです。本当のところは，彼の影響を恐れて理解しようとする努力を
惜しんだのです。しかし，リヴィエールに敬意を表して，一応参考に，次に
引用しておきます。
　ランボオはここで詩を絶対的に入為的な螢み，在る種の内的異常盤の
練磨としτ現出しτいる。児者であらねばならぬと書いτ，早速，見者
にならねばと訂正しτいる。そしτ彼はそこに達する手段を示Lτ云
ラ，あらゆる感覚の，長い，数限ヲない，合理的なEL用と。こ九こそ正
34　明治大学教養論集　通巻365号（2003・1）
　に，ひとが彼の視覚はそこから生じたのだと主張しτいる。あのトワッ
　ク，あの知覚の変造作用の告白ではないか～詩入ばここで最壱明白に，
見者になるには，その客体の感覚を歪め，わ九われに外界の説明を与え
　τ＜九る，隅々まで調子の合ったこの棲械を狂わぜさえすればいいのだ
　ということを認めτいるのではないか2このテキストは，グイグユミナ
　シオン』の制作に約一年先立つ6のである。これはだから，故ら仁入為
　的な企τとしτこの制作を予告しτいるようであり，またこ九を生みだ
　す方法が予め熟慮されτいたものであることを明かにしτ，その方法の
　任意さを詮しτいるのだb……　　　　　　　　　　　　　　　註23
　　・・彼も亦，いや殊に彼は，先ず主体を究め，その全能力を知悉しなけ
　九ぱならぬ。しかしそ九ば，これらの能力を導いτ傾当な開花を遂げさ
　せるためでもなく，精神をその自然に赴く方向に発展さぜるためでもな
　く，円満で完壁な魂を出現さぜるためでもない。むしろ反対に，魂を筋
　しいものにずることが問題なのだbもしひとが魂をしτ欲するままにさ
　せ，その発育を保護するならば魂は実際聯想の網を識り出しτ，まる
　で繭に暴まれるようにその中1こ閉ぢ藷っτしまラ。あらゆる設備を施
　し，あらゆる固定的で自己を囲み，自己のあらゆる経験を決定的なもの
　としτ，魂ば殆ど機械的に外界から孤立し，外界の影響を受け敢り得な
　くなる。詩入たろうとずる入周は，魂をしτ常に外部を反映し易くさせ
　τおくた，lb　tC，この被膜を破り，魂からあらゆる贋例とあらゆる影響と
　を隙かねばならぬ。こ九を耕さねばならぬ。RPち，ランボオの考えで
　ば，畑のようにこれを砕き，鋤きかえし，」±塊を移し換え，自撚に定着
　したものをすべτ覆し，崩さねばならぬのだ』蓋し，未知の国の種子が
　萌み，育ち得るのば，ただかくの如くに庭理された土地を措いτばない
　からである。
　　主体と客体との周で選澤しなけ九ぱならぬ。こ九ら両者は同時に発育
　し得るものではない。一方が咲き匂うためには，勉方が踏み鋼られねば
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ならぬ。詩入ば，自主的に，客体に組しなけ九ぱならない。彼tttfi者に
ならカぱならぬ。即ち，自ら視堂を作鋳出すのでばなくτ，あらゆる感
覚の合理eefL用によっτ，視覚を享受し得る状態に達しなけ九ぱならな
い。か九ば自らの魂を犠牲仁し，身を殺しτ，非望の訪問に備えるので
ある。……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註24
……?垂ｵτ，ついに自らの視覚を知覚し得なくなるとしτも，彼ばこ
れらの視覚を児たのだゐこ九か肝腎な点である。彼の使命ば果たさ九た
のだ』もし彼か跳ねまがっτ破裂するとす九ぱ禍なるかなノ或る物が彼
によっτ知ら九，盈つ後に残るだろう。……　　　　　　　　　註25
　第二の聖歌の挿入の後の文に入って，初めて，実に素直にランボオの言わ
んとしていることが理解できますし，現在と比較して考えて見ることもでき
ます。
　Trouver　une　1αngue；一加rθS’ε，’0配’θPαro’θ伽π♂漉ε，　le　temPS
d’un　langαge　unive「sel　viend「α！　　　　　　　　　　　　　註26
　言語を月つけ出すのです∫一言葉とい」もの全τが想想であるからに
は，必ず世界語の時代がくるでしょラσ
19世紀後半には，いわゆる世界語と呼べるようなものはありませんでした。
教育が発達した日本でさえ翌年の1872年8月に始めて全国に学制がしかれ，
それからボツボツ標準語が地方にも通じるようになったのです。いわんや，
世界中で通じる言葉なぞないに等しかったのです。しかし，現在では英語と
いう，まあまあ世界語にちかいものが国力に乗じて，出てきました。私は，
こうした些細なところに「見者」の力を見ます。前ページの引用文の後のほ
うに，矢張りランボオは真の「見者」であったと，改めて感心する文章がみ
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られます。
Quαnd・serα・b・ε・e　t’infini・θr・α9θ副α角配配θ，　guαnd・tl・・i・rα
P・ur・eUe仰αrε〃ε，1’ゐαη鵬一」°麗sgω’εcεαゐ・minable・一砺α〃απ’
伽ne・s・πrθπ・・i，　elle　serαP・ete，　elle・aussi！Lα・fem那e　h°・膨rα♂e
t，inconnu！SθS〃zondes　dl，idees　diゴ7葱rθroπ’一記S¢泥SπδかθS　2一五711e　tア0麗一
。θrαdes伽sθs　6加π9θs，　inson面bles，　repoussαntes，　delicieuses∫
nous　les・P「θπ♂「oπ8，　nous　les　comρrendron＆　　　　　　　　　註27
男牲が一こ九まで，言語道断であったが，一女性を放免した結粟，女
牲の永久的奴隷制度が打ち破られ女性が女牲のために，また女倥のカで
生活するようになる時が来れば，女も亦詩入となるでしょラノ女も未知
のものを発見するでしょラノ女牲の忌想の世界はf我々のものとばまた
遅ったものであろうが，冤慣九ぬ物や，測り知九ぬものや，不愉侠なも
のや，甘美なものを，彼女は児出すことでしょラ。わたしたちはそ九を
fy　Uあげ，そ九を理解するでしょラ。　　　　　　　　　　　　註28
　私はこの文を読んだ時，一人の女性として嬉しく思いました。この文は女
性礼賛でもなければ，女性蔑視でもなく，全く冷静な目で女性を論じている
からです。特に傍線の部分に同感致しました。井戸の中の蛙に井戸の外の話
をしろと言っても無理な様に，夫を愛すること，子供を生むこと，夫の両親
と夫と子供達に垂すことのみで，自分の事など考えない様に強制されていた
当時の女性に，男性と同じように高度な広い視野を持った詩を創造せよと言
っても，それは不可能ですし，それができないから〈女性は無知な動物だ〉
などと言うのは大変馬鹿げていると思うのです。そしてまた，男性優位を吹
聴する自信のない男性も，現代でさえ数多くいるのは事実です。比較的地位
としては平等であった平安時代の女流作家達（紫式部，藤原道綱の母，清少
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納言）の作品でさえ，その時代の一般民衆の風俗や，政治機構階級制度のあ
り方などを知ろうとするには，高度の推察力を必要とします。このように，
日本にしろ，フランスにしろ，女流作家の書いたものは，自分の身の廻りに
起こったことや，恋愛の心理分析ばかりです（それも分析とまではいってい
ません）。その点，他国と比べて比較的女性の地位の高かったアメリカで
は，1925年頃にかかれたマーガレット・ミッチェルの“風と共に去りぬ”を
読んでも解るように，立派な歴史小説として成り立っていて，南北戦争当時
の世相が手にとるように解ります。そして，彼女自身，自分のために自分の
力で生活していた女性であったということです。このような事実から見て，
ランボオの説が如何に正しいかが解ると思います。女性と男性が，ある程度
平等化してきた現在，フランスにも男性に社会性の点でも劣らない作家達が
幾人かでてきています。その中の一人，昨年九月に来日されたSimone
Beauvoirが，初の公開講演（日本における）で，演説された中にある文句
に，丁度ランボオの説を裏返したようなところがありますので，ここに引用
致します。
　作家とか芸術家とい）ものば意につくら九る・bのではない。モーツァ
ルトは五歳で，7a一ベルは九歳のときに自分の天職を決めたというσ
息子の場台ば，親る自主牲をみとめ世の中に放り出す。しかし，娘の揚
合は，まず母親と局じように，二次的な受身の役割を栗たすものとしτ
しか育τら九ない。……
　多くの入々は，女牲ばもともと創造的能力に欠けτいると考えτい
る。しかし，もL，創造が社会的闘係によっτ条件づけら九τいるもの
とす九ば女牲の想像力の貧しさば，男女の勉位の不平等にもとつく・b
の以外ではありえないのだb　　　　　　　　　　　　　　　　註29
1968年10月28日に渡仏したその年の冬休みに，リオソから観光目的でパ
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リに上りました。現在と違い凍りつくような寒さでしたが，サソ・ミッシェ
ル広場の噴水の上に数人が立っており，広場は群集で埋め尽くされていまし
た。聴衆の視線の先にいたのが，サルトルと彼の少し斜め後に淑やかに寄り
添っていたボーヴワール，そして二人を守るかのように立っていた仲間の方
々でした。幸運にも女史の演説を拝聴する機会を得ましたが，到着2ヶ月
後の私には殆ど理解できなかったと記憶しています。63歳になっても闘志
を前面に出した「噂の5番」のサルトルのような様子はなく，亜麻色の長
髪をつめて後に纏め，サルトルと四分の一世紀生活を共にして，60歳にな
っていた筈の女史は，如何にもお育ちの良い「2番の優等生」のお嬢様とい
った雰囲気を備えていました。にもかかわらず，美しく控えめながらも裡に
強い意思と闘志を秘めた「静かなる戦士」＝シモーヌ・ドゥ・ボーヴワール
の姿は，今尚鮮烈な印象として脳裡に残っています。
ランボオの言葉：「女牲が女性のために，また女性のカで生活するように
なる時が来才Zば，女も亦詩人となるでしょう！Jについては，正にその時代
が到来している現在，果たして女性はその権利を謳歌しているでしょうか。
　30年前より女性の意識が向上したかについては疑問を生じざるを得ませ
ん。自身の足元を見て，自分の可能性を見つめながら生きる女性は寧ろ減少
しているように見えるからです。最近のTVニュースを見ても欲望ばかり
が増大し，己れの欲望に呑みこまれている女性達が目に付きます。但し，こ
の件に関しましては，別の機会においての執筆を予定しております。
　次のところで，ランボオはミュッセのことを非常に悪く言っています。私
はそれをとても面白いと思います。簡単に言って，ランボオはミュッセのあ
の何ともいえぬ甘ったるさが鼻持ちならなかったのだと思います。しかし，
あれだけ意識しているのをみると，第三者である私には興味が湧いてきま
す。私は，日本の作家にも，これと同じ興味を抱いたことがあります。それ
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は三島由紀夫氏です。彼の作品に“私の遍歴時代”という本がありますが，
その中で，太宰治氏のことを書いている部分が丁度こんな具合で，さすがお
育ちが良いだけに言葉を抑制していますし，又，《人物》も違いますので，
その反発心にも差がありますが，心境は同じだと思います。
　それと反対に，ボードレールについては，〈第一の見者であり，詩人の王
者であり，rほんとうの神」とも云うべきひと〉と，ベタほめにほめていま
す。齋藤先生も“フランス詩話”の中でボードレールを「象徴派の父」と呼
んでおられるように，当時の詩人達が皆，何らかの形で，ボードレールの影
響を受けていることは間違いないと思いますが，私には詩集を読んだだけで
は，ボードレールの良さは解りません。しかし，身の毛のよだっほど薄気味
の悪いことを描いて，なおかっ甘美なところは，さすがだと思います。
　私が今まで述べてきたことは，ランボオの言おうとしていることとは大分
違うかもしれませんが，私の考え方から言っても，ヴェルレーヌは《見者》
です。
　何故なら，《見者》を，ただ単純に「予言するもの」，「未来を見とおす者」，
「真実の姿を見抜くもの」，と考えると，まさしくヴェルレーヌは《見者》だ
からです。ヴェルレーヌの作品Po6te　Mauditsの中の詩人達をみても，現
在，その債値を高く評価されている人達ばかりです。わたしは，ランボオの
才能を見抜いたヴェルレーヌも《見者》であったと思いますし，ヴェルレー
ヌの詩を読んで，〈真の詩人であり，《見者》である〉と言ったランボオも
《見者》であったのだと思います。
実に簡単明瞭な理論ですが，これをもって私の結論と致します。
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D．ランボオ自身について，
　Jean　Nicolas　Arthur　Rimbaudは，1854年10月20日，アルデンヌ県シャ
ルルヴィル市に生まれた。’70年9月4日，パリに革命勃発。同年初め頃か
らランボオ詩作に励む。’71年初期，長編詩Bαteαu　ivre創作。9月，ヴェ
ルレエヌの招待によりパリに赴き，二人の共同生活始まる。’73年7月10
日，ヴェルレエヌの発砲事件により，共同生活は終わりを告げる。8月
Une　Sαison　en　Enfer完成。この年から’75年にかけLes　lllumination作
成。後，ヨーロッパを渡り歩き，’78年末にアフリカに渡る。その頃，文学
を放棄。その後，アフリカで生活。1891年11月10日マルセイユのコンセプシ
ョン病院にて，全身腫瘍の為死亡。
　ランボオ自身については，色々な人々が様々なことを言っています。人に
よってはく天から間違って地上に落ちた天使〉などと，例えようもなく美し
い表現をとっています。又，ランボオのアフリカでの初期の生活をさして，
キリストと同じ殉教者であるということから彼を神格化している人達がフラ
ンスには大勢いるというのを読んだことがあります。しかし，私は，その考
えに疑問を持ちます。人々は，ランボオが余りにも超人的で，一般の人と変
っており，理解できない人間なので説明がつかなくて神にしてしまっている
のです。彼の作品を読んで感ずることは，ランボオが余りにもヨーロッパ人
の神からは遠ざかりすぎているということです。ランボオは恐らく神（キリ
スト）について深く考えたのだと思います。考えたからこそ遠ざかったので
す。ですから，ある意味では神に近づいたといえるかもしれません。私は，
ランボオが信じた神はギリシャの神々の様に，どこにでも存在する神，自然
の神々ではなかったかと思うのです。いずれにしろtランボオは，まれにみ
る頭脳と魂を持ち，独自の思想を有し，自己の命ずるままに動き，自分の信
念を貫いた，気の小さい面もあるが，大胆不敵な，生涯を全く孤独で通した
人間であったのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完
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おわりに
　昨年，短期在外研究の折に，30年ぶりにランボオ関連の土地：シャルル
ヴィル，ドウエ，マルセイユ，ブリュッセルを巡りました。8月下旬から9
月上旬だというのに大変な暑さでした。昔と違い，汽車の便がよく，快適な
列車の旅になりました。車窓からの田園風景は，初めは余り変化がないよう
に見えましたが，目が慣れるに従い，昔はブルゴーニュ地方にしかいなかっ
た白い牛がたくさん放牧されていることに気づきました。不思議に思い，ラ
ンボオ美術館の前の公園で知り合った老婦人とドウエで昼食を取ったレスト
ランの主任に尋ねたところ，最近ではどの地方でも売れる牛を飼うようにな
ったので，地方性が失われたとの事でした。大きな町に近づくにつれ，現代
の殺風景な建物が少しつつ見えてくるのが残念でした。
　現在シャルルヴィルでの詩人は，町の誰からでも好かれているようで，
30年前の困ったようなお年寄の顔を思い出し，感無量でした。時の経過は
人々に正当な判断を下す余裕を与えるようです。詩人の生誕したアパートは
地上階が旅行社になっており，銘盤が嵌めこまれていました。前の通りは車
の乗り入れが禁止され，多くのカフェが道路に店をだし，大変賑やかで，彼
シャルルヴィル，ランボオ生誕の建
物（中央部分）
マルセイユ・コンセプション病院記
念碑
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ドウエ市を横切るラ・スカルプ川 　　　アベイ・デ・プレ街
（右前方；茶色と白の建物の間）に入
るロータリー
が生きていたなら随分俗人共を罵倒したことでしょう。ランボオが何度も足
を運んだシャルルヴィル駅も健在で，前の公園に在る詩人の胸像には訪れる
人もなく，落着いて30年前を懐かしむことができました。
　ドウエ市は実に静かな優しい町です。全てが，慎ましやかなフランス中流
階級の仔まいを見せて，ひっそりとお互いを労わりながら生活しているとい
った雰囲気です。道や建物の在処を誰に尋ねても，親切に判るまで教えてく
れる住民達は，昔のリオソ市民を思い出させました。イザンバールとラソボ
オになった気分でアベイ・デ・プレ街からラ・スカルプ川を通って駅までの
道を往復しました。ランボオが良い詩を書けたのも当然と思うほど，車の多
い現在でさえ落着いた気分にさせる町です。
　マルセイユには何度も訪れていますが，ランボオが他界した病室をとうと
う見学することはできませんでした。今回は既に取り壊されて7・8年くら
いとのことでした。
　ブリュッセルは雨の中に重厚な構えを見せて侍んでいました。当日はサヅ
カーの試合で，オランダとイギリスのサポーターが集団で，大声で騒いでお
り，街の人々も眉をひそめていました。日本人・中国人（台湾人？）・韓国人
観光客も団体や個人で多く訪れていました。オランダのサポーターが「必ず
日本に行くからね！」と叫びながら日本では見たこともないような，大きな
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旭日旗（旧海軍が使用していたのと同じ）を振っていました。日本で同じこ
とを行ったなら中国人や韓国人が大騒ぎするところですが，それを見てもど
ちらの国の観光客も何も言わないのが不思議でした。
　本稿において旧論を発表するにあたり生じた疑問は，学部の卒業論文はあ
れほどの情熱と労力を傾け，研究対象に対する純粋な憧憬と感動を持って執
筆するにも拘らず，何故どこにも発表されることなく，埋もれてしまうのだ
ろうか？ということです。卒業後大学院に進む人間はごく僅かで，卒論に再
び目を通す事は皆無と言ってよいかと思います。しかし，誰の論文にも20
歳頃の，あの2度と取り戻せない「時」のみが有する“時分の花”がある
のではないでしょうか？
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同上　p．345　v．21－26．
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